
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 芝浦工業大学 
設置者名 学校法人芝浦工業大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 
 

学部名 学科名 
夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある教員等に

よる授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配
置
困
難 

全学

共通

科目 

学部

等共

通科

目 

専門

科目 

合

計 

工学部 機械工学科 夜・

通信 

4 38 58 100 13   

機械機能工学科 夜・

通信 

4 38 42 84 13   

材料工学科 夜・

通信 

4 38 44 86 13   

応用化学科 夜・

通信 

4 38 22 64 13   

電気工学科 夜・

通信 

4 38 48 90 13   

情報通信工学科 夜・

通信 

4 38 52 94 13   

電子工学科 夜・

通信 

4 38 50 92 13   

土木工学科 夜・

通信 

4 38 64 106 13   

情報工学科 夜・

通信 

4 38 53 95 13   

建築学科 ※1 夜・

通信 

0 34 68 102 13   

建築工学科 ※1 夜・

通信 

0 34 42 76 13   

システ

ム理工

学部 

電子情報システム学科 夜・

通信 

4 74 43 121 13   

機械制御システム学科 夜・

通信 

4 74 58 136 13   

環境システム学科 夜・

通信 

4 74 114 192 13   

生命科学科 夜・

通信 

4 74 52 130 13   

数理科学科 夜・

通信 

4 74 12 90 13   



  

デザイ

ン工学

部 

デザイン工学科 夜・

通信 

4 55 78 137 13   

建築学

部 

建築学科  夜・

通信 

4 20 179 203 13   

(備考)※1 2016年度より学生募集を停止したが、休学等により支援対象者となりうる学生

が在籍しているため本表に記載している。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
下記 URL「シラバス検索システム」より、任意の学部を選択後、ページ上部の「実務経験

のある教員等による授業科目」をクリック。http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/ 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 芝浦工業大学 
設置者名 学校法人芝浦工業大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.shibaura-

it.ac.jp/educational_foundation/summary/organization/directors.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 担当する職務内容 
や期待する役割 

常勤 前職：建設会社代表取締役 

平成３０年

６月２７日

～令和３年

６月２６日 

法人統括・理事長 

常勤 現職：事業法人代表取締役 

平成３０年

６月２７日

～令和３年

６月２６日 

事業担当 

非常勤 現職：税務会計事務所所長 

平成３０年

６月２７日

～令和３年

６月２６日 

監査担当 

非常勤 現職：設備設計会社代表取

締役 

平成３０年

６月２７日

～令和３年

６月２６日 

校友後援会担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 芝浦工業大学 
設置者名 学校法人芝浦工業大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

全授業科目において、授業科目の授業概要・目的・達成目標・授業計画・授業時

間外課題・評価方法と基準を記載した授業計画（シラバス）を作成し、公表してい

る。 

シラバスを作成する際には、全授業科目担当教員向けに、シラバスの役割、作成

時のポイント、大学設置基準に基づくシラバス項目の解説を掲載した「シラバスガ

イド」を配布している。全授業科目担当教員はこの「シラバスガイド」に記載され

た基準に基づき、各自で作成している。 

シラバス作成後は、専門学科および共通科目において、全学統一のシラバスチェ

ックリストに基づき、全授業科目について第三者チェックを実施している。 

｢シラバスガイドURL｣ 

http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/docs/syllabusguide.pdf 

授業計画書の公表方法 http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

「学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を保持

するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに当該基準に従って

適切に行うものとする。」と学則に定め、具体的な成績評価の方法、基準をシラバ

スに明示し、その基準どおりに学修成果の評価を行い、単位の授与を行っている。 

履修及び授業科目修了認定にあたっては、本学所定の授業科目に対する課程を修

了し、正規の試験等に合格した学生には、その授業科目所定の単位を与える。 

各授業科目の1単位は45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標

準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学習等

を考慮して、単位数を計算すると定め、適正に実施している。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

客観的な評価指標としてＧＰＡ制度を導入している。ＧＰＡ値は半期値と累積値

を算出し、学生自身による学修到達度の自己点検と教員による学修指導の双方で使

用している。また、ＧＰＡ値に基づき、学業不振者対応を実施しており、システム

理工学部においては３年次進級条件としてＧＰＡ値（1.2以上）を設定し、工学

部、デザイン工学部ならびに建築学部においては卒業要件としてＧＰＡ値（2.0以

上）を設定している。 

学生個人のＧＰＡ値は成績通知書および学修ポートフォリオに掲載し、各授業科

目においてＧＰ（Grade Point）による成績分布状況をシラバスで公開している。 

ＧＰＡ値は、以下の方法にて算出している。 

① 成績評価の表示方法: 

S (90～100)，A (80～89)，B (70～79)，C=(60～69)，D (50～59)，F(0～49) 

②ＧＰ（Grade Point）の設定 

S, A=4，B=3，C=2，D=1，F=0 

③ＧＰＡの算出式  

（4×S, A取得単位数+ 3×B取得単位数+ 2×C取得単位数+ 1×D取得単位数） 

 GPA = ------------------------------------------------------------------ 

総履修登録単位数 

なお、小数点以下第２位は四捨五入する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.shibaura-

it.ac.jp/student/class/sqipbe000000lm11-

att/sqipbe000000mjph.pdf  

「学修の手引き」  p.19,20 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針について以下のとおり学則に定め公表している。 

第３節 卒業及び学位の授与 

（卒業認定） 

第21条第14条（学部の修業年限は4年とする。ただし8年を越えて在籍することはで

きない）に定める修業年限以上在学し、別表7（各学科の卒業要件表）に定める所

定の単位を取得した者につき、教授会の議を経て学長が認定する。 

2 卒業の要件として修得すべき単位のうち、第16条の3第2項（2本学学生は前項の

授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履

修することができる。）の授業の方法により修得する単位数は60単位を超えないも

のとする。 

（学位） 

第 22条本学を卒業した者には別表 9（学科別学位）に定める学位を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.shibaura-

it.ac.jp/about/summary/policy.html 

 

  

https://www.shibaura-it.ac.jp/student/class/sqipbe000000lm11-att/sqipbe000000mjph.pdf
https://www.shibaura-it.ac.jp/student/class/sqipbe000000lm11-att/sqipbe000000mjph.pdf
https://www.shibaura-it.ac.jp/student/class/sqipbe000000lm11-att/sqipbe000000mjph.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４ 

－②を用いること。 

学校名 芝浦工業大学 

設置者名 学校法人芝浦工業大学 

 
１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.shibaura-

it.ac.jp/educational_foundation/budget_and_settl

ement/data/index.html 

収支計算書又は損益計算書 上記に同じ 

財産目録 上記に同じ 

事業報告書 上記に同じ 

監事による監査報告（書） 上記に同じ 

 

２．事業計画（任意記載事項）  

 単年度計画（名称：2019年度 学校法人芝浦工業大学事業計画  

対象年度：2019年度 ） 

公表方法：https://www.shibaura-

it.ac.jp/educational_foundation/summary/bussiness_plan.html 

中長期計画（名称：Centennial SIT Action 対象年度：2019-2027 ） 

公表方法：https://www.shibaura-it.ac.jp/about/centennial_sit_action/index.html 

 
 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

 
 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.shibaura-it.ac.jp/about/evaluation/accredited.html 

 

  

公表方法：https://www.shibaura-t.ac.jp/about/evaluation/inspection/index.html 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/r7u3rf0000002stq-att/sqipbe000000n4p7.pdf ） 

（概要）工学部は、確かな基礎学力の上に工学を学び、社会に貢献できる創造性豊かな

人材たる能力を有し、国際的な視点に基づいた技術者教育プログラムの実践により、さ

らに幅広い能力をもつ人材の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）様式第2号の3【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分と同様 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針について以下のとおり学則に定め公表している。 

第３節 卒業及び学位の授与 

（卒業認定） 

第21条第14条（学部の修業年限は4年とする。ただし8年を越えて在籍することはできな

い）に定める修業年限以上在学し、別表7（各学科の卒業要件表）に定める所定の単位

を取得した者につき、教授会の議を経て学長が認定する。 

2卒業の要件として修得すべき単位のうち、第16条の3第2項（2本学学生は前項の授業を

、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修すること

ができる。）の授業の方法により修得する単位数は60単位を超えないものとする。 

（学位） 

第22条本学を卒業した者には別表9（学科別学位）に定める学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）工学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、工学系の多

くの大学で行われてきた知識偏重の傾向と、「如何に創るか」に力点がおかれた教育を

見直し、次の三つのステージを重視した教育方針としています。 

 

第一は、工学のそれぞれの分野で、工学や技術が「何のために行使されるのか」を解明

することで、そのためには人間が積み上げてきた成果と欠陥を見極める歴史の検証が必

要となります。第二は、「何故」をつきつめることです。社会には、必要、欲求、具体

的要求の各段階の要求が存在します。それらの要請に無条件で応える工学者はなく、批

判的に取り組み、検証して実践する見識を身につける教育が必要不可欠です。第三は、

「如何に創るか」を学び、それを基礎として創造力を高めることです。これらの教育方

針をうけて、工学部では、共通教育科目と専門教育科目について、次の五つの目標を掲

げてカリキュラムを構築しています。 

1.豊かな教養を涵養する体系的学修：工学の専門教育の修得に必要な学力の確保 

2.創造性の育成：未踏の分野に挑戦する気力を高める 

3.工学知識の体系的学修：工学の基礎知識と論理的思考法の体系的修得 

4.他者との共生：様々な文化・環境との協調・調和・共存 

5.本学の歴史的独自性の確立：自律を維持し本学構成員相互の信頼を高める 

 

これらの目標をもとに設定した各授業において学修・教育到達目標と到達目標を設定し

て、学修成果が一定のレベルに達した際に単位を付与します。 

 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）工学部では、多くの工学系大学で行われてきた知識偏重教育を見直し、｢もの

づくり｣に力点を置いた教育を行なっています。本学部への入学を志望する受験生は、

以下に挙げる「求める人物像」及び本学部の教育方針、学科のカリキュラム、教育・研

究の内容をよく理解して出願することが望まれます。 

 

 （工学部が求める人物像) 

1. 工学を学ぶにあたり、関連する教育分野に関する基礎学力をつけた人 

2. 工学各分野での技術とその基礎・応用に興味がある人 

3. 実際に対象に触れ、自ら具体的に設計・製作・運用することに価値を見出す人  

4.国際社会の一員として社会と技術のかかわりに向き合い、技術の発展と変革に貢献す

る志を持つ人 

5.工学を礎とし、人類のさまざまな活動に、国際的な視点を持って主体的に取り組みた

いと考える人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 システム理工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/r7u3rf0000002stq-att/sqipbe000000n4p7.pdf ） 

（概要）システム理工学部は、理工学の基礎知識と幅広い専門分野の知識に加え、学問

体系を横断し関連づけるシステム工学の手法、すなわち総合的解決策を追求する「シス

テム思考」、目標達成の機能を作る「システム手法」、および問題解決の人・知識・技

術を統合する「システムマネジメント」を修得し、地域と人類社会の発展に貢献する高

い倫理観を持つ人材育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/policy.html ） 

（概要）様式第2号の3【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分と同様 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針について以下のとおり学則に定め公表している。 

第３節 卒業及び学位の授与 

（卒業認定） 

第21条第14条（学部の修業年限は4年とする。ただし8年を越えて在籍することはできな

い）に定める修業年限以上在学し、別表7（各学科の卒業要件表）に定める所定の単位

を取得した者につき、教授会の議を経て学長が認定する。 

2卒業の要件として修得すべき単位のうち、第16条の3第2項（2本学学生は前項の授業を

、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修すること

ができる。）の授業の方法により修得する単位数は60単位を超えないものとする。 

（学位） 

第22条本学を卒業した者には別表9（学科別学位）に定める学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/policy.html ） 

（概要）システム理工学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、

学問体系を横断し関連づけるシステム工学の手法と、専門的知識を深めるための学科専

門教育を体系的に学修・研究するための手法により、教育プログラムを実施しています

。 

この教育プログラムは、総合科目、共通科目、専門科目の講義、演習、実験、実習で構

成されています。学部理念の核となる共通科目のシステム工学教育では、学生の主体的

・能動的な学修を促すために、プロジェクトを通した演習と講義の組み合わせにより実

践と経験を繰り返して学修していくカリキュラムを編成しています。 

カリキュラムは、次の科目群で編成され，その学修成果を多面的に評価し、学生の振り

返りを促すことで学修・教育目標を達成します。 

 

 1.学部総合科目 

 幅広い教養と他分野・異文化の理解力を修得 

 1-1 エンジニアリテラシー科目 

 個々の科学技術を総合して問題解決を行う能力の修得 

 1-2 社会科学系科目 

 社会についての科学的認識力の修得 

 1-3 人文科学系科目 

 人間の精神活動ならびにその産物としての文化への理解を養う 

1-4 保健・体育系科目 

 健やかな精神・肉体の育成 

 1-5 外国語科目 

 異文化コミュニケーション力を養う 



  

2.学部共通科目 

システム理工学部生として共通に有すべき工学基礎力の修得 

 2-1 基礎科目 

 理工系人材の基盤となる数学、物理、化学、生物学の修得 

 2-2 システム・情報科目 

 

社会の問題解決に必要な情報リテラシーとシステム工学理論を修め、グループワークに

よる解決力を養成 

 3.学科専門科目 

 専門的知識を深める 

4.総合研究 

 各自が設定したテーマを解明、解決策を導く 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/policy.html ） 

（概要）システム理工学部は、分野横断教育を特徴としています。本学部への入学を志

望する受験生は、以下に挙げる「求める人物像」及び本学部の教育方針、学科のカリキ

ュラム、教育・研究の内容をよく理解して出願することが望まれます。 

 

 （システム理工学部が求める人物像） 

1. 

身の回りにあるさまざまな「もの」や「こと」の仕組みや成り立ちに関心を持ち、それ

について深く考え、問題点を解明することに興味を持っている人 

2. 

他学科の学生とチームを組んで課題に取り組むなど、システム理工学部における学科の

枠を超えた演習科目に興味を持ち、主体的であり積極的に学修することに強い意欲を持

っている人 

3. 

システムを構成する要素のつながりを重視した付加価値のある「ものづくり」や「新た

な枠組みづくり」に携わることを通じて社会に貢献する意志を持っている人 

 

上記に賛同し、本学部への入学を志望する人は、高等学校等において芝浦工業大学アド

ミッションポリシーに定める(1)～(3)の能力を身につけておくことが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 デザイン工学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/r7u3rf0000002stq-att/sqipbe000000n4p7.pdf ） 

（概要）デザイン工学部は、社会が求める「あるべき姿（当為）を構築する設計科学技

術」を身につけ、工学的知識と技術を基礎として、人間の感性および社会との調和・融

合を図り創造的ものづくり能力、すなわちものづくり全体を表現するための1）認識力

、2）構想力、3）計画力、4）意匠・設計力というデザイン能力を有する人材を育成す

ることを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering_and_design/policy.html ） 

（概要）様式第2号の3【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分と同様 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針について以下のとおり学則に定め公表している。 

第３節 卒業及び学位の授与 

（卒業認定） 

第21条第14条（学部の修業年限は4年とする。ただし8年を越えて在籍することはできな

い）に定める修業年限以上在学し、別表7（各学科の卒業要件表）に定める所定の単位

を取得した者につき、教授会の議を経て学長が認定する。 

2卒業の要件として修得すべき単位のうち、第16条の3第2項（2本学学生は前項の授業を

、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修すること

ができる。）の授業の方法により修得する単位数は60単位を超えないものとする。 

（学位） 

第22条本学を卒業した者には別表9（学科別学位）に定める学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering_and_design/policy.html ） 

（概要）デザイン工学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、工学

と人間の感性および社会との調和・融合を図り、創造的なものづくり能力を素養にもつ

、実践的な人材を育成するため、次のように科目を編成しています。幅広い工学の素養

や技術を身につけるため、共通教養科目と共通基礎科目を置きます。また、コンセプト

が明確になっていない段階からアイディアを生み出し、リーダーシップをもって個々の

要求を整理・統合化し、ものづくりができるようになるための専門科目を置きます。こ

れらの科目を講義、演習、実験、実習により体系的に編成します。学生の主体的・能動

的な学修・研究を促す教育方法を実施し、その学修成果を多面的に評価し、学生の振り

返りを促すことにより、教育目標を達成します。 

 

1．共通教養科目 

人間・社会を理解するための科目から構成。人文系科目を低学年次、社会科学系科目を

高学年次に配当。 

2．共通基礎科目 

工学の基礎知識を修得するためのサイエンス科目、エンジニアリング科目、デザイン科

目から構成。低学年次に集中配置。 

3．専門科目 

デザイン工学の体系を構成する主要な専門科目を厳選して配置。 

4．総合プロジェクト 

卒業研究（論文・製作・制作など） 

 

 

 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering_and_design/policy.html ） 

（概要）デザイン工学部は、デザイン能力醸成教育を特徴としています。本学部への入

学を志望する受験生は、以下に挙げる「求める人物像」及び本学部の教育方針、学科の

カリキュラム、教育・研究の内容をよく理解して出願することが望まれます。 

 

 （デザイン工学部が求める人物像） 

1.  

十分な基礎学力に加えて、21世紀における社会と産業が求める技術者をめざす人 

2. 

創造的な発想と、問題発見・解決能力、そして総合的な視野に立ち自律的に思考できる

素養を持つ人 

3. 

多彩な才能と可能性を秘め、国際社会、産業、個人の生活・関心の変化に対して敏感に

適応できる人 

 

 

上記に賛同し、本学部への入学を志望する人は、高等学校等において芝浦工業大学アド

ミッションポリシーに定める(1)～(3)の能力を身につけておくことが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 建築学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/r7u3rf0000002stq-att/sqipbe000000n4p7.pdf ） 

（概要）建築学部は、自然科学や人文社会科学を含んだ学際的視点を持ち、豊かな建築

・都市空間の創造により社会に貢献できる能力、多様な価値観が共存する21世紀の世界

に適応できる能力を有する人材を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）様式第2号の3【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分と同様 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針について以下のとおり学則に定め公表している。 

第３節 卒業及び学位の授与 

（卒業認定） 

第21条第14条（学部の修業年限は4年とする。ただし8年を越えて在籍することはできな

い）に定める修業年限以上在学し、別表7（各学科の卒業要件表）に定める所定の単位

を取得した者につき、教授会の議を経て学長が認定する。 

2卒業の要件として修得すべき単位のうち、第16条の3第2項（2本学学生は前項の授業を

、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修すること

ができる。）の授業の方法により修得する単位数は60単位を超えないものとする。 

（学位） 

第22条本学を卒業した者には別表9（学科別学位）に定める学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）建築学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、これから

の時代に建築を「いかにつくるか」だけでなく「何のためにつくるか」を重視します。

そのため、建築の専門科目に加えて多様な共通教養科目によってカリキュラムを構成し

教育を行います。 

専門科目が建築学の専門性を高めるための科目であるのに対し、共通教養科目は自然科

学の一般法則の知識とその運用方法、基本的な外国語・コミュニケーション能力、社会

・文化に関する教養などを身につけるための科目です。 

また、「建築デザイン」、「工学」、「幅広い教養」の融合を実現するため、専門性の

高い科目と基礎・教養科目の横断的な学修を促し、各科目間の相乗効果を生むようカリ

キュラムを設計しています。これらの教育課程編成方針に基づき、以下の科目構成によ

り授業を実施します。 

１．専門科目では建築設計や建築技術に関する幅広い専門知識と倫理観を身につけるこ

とを狙いとした科目を配置しています。 

２．共通教養科目では、数学・理科・英語のほか、幅広い分野を持つ人文社会系科目を

中心に構成し、年次を通じて履修可能とすることで専門教育との横断的融合を実現しま

す。 

３．講義科目で学んだ知識を演習・実習科目で実践することで理解を深めていくことを

基本としますが、実社会や現場の体験から得られる視点やコミュニケーション能力も重

視しています。そのため、国内外でのプロジェクト型実習科目も豊富に配置しています

。 

上記の各授業科目においては知識の伝達のみならず、学生同士や教員との双方向のやり

取りを通じて専門知識の深化とコミュニケーション能力の向上を図ります。 

なお、建築学部では学生が無理のない学修計画を立てられるよう、年間に履修できる科

目数に制限を設けています。 

各授業科目に評価方法・評価基準を設定し、学修成果を多面的に評価し、学生の振り返

りを促すことにより、建築学部の学修・教育到達目標を達成します。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/policy.html ） 

（概要）建築学部は、豊かな感性と技術力を身につけた高い志を持つ建築の専門家を養

成します。本学部への入学を志望する受験生は、以下に挙げる「求める人物像」及び本

学部の教育方針、カリキュラム、教育・研究の内容をよく理解して出願することが望ま

れます。 

 （建築学部が求める人物像）  

1.  

建築・都市におけるさまざまな課題に対して積極的な興味・関心を持つ人 

2. 

本学部での学修、研究を強く志望し、自らの意思と行動力を持って人々の暮らしを支え

喜びをもたらす建築を生み出すことに、情熱を持つ人 

3. 

建築をベースに、社会や時代・環境の変化を見据え、多様な価値観を受け入れ、場所・

地域・国を問わずに活躍することを志向する人 

 

上記に賛同し、本学部への入学を志望する人は、芝浦工業大学アドミッションポリシー

に基づき、高等学校等において以下の能力を身につけていることが望まれます。 

(1) 科学的な思考・判断をするための基礎学力（特に数学・物理・化学・英語） 

(2) 論理的な思考にもとづく、判断力、読解力、表現力 

(3)建築・都市を取り巻く社会や文化について、その歴史をふまえて理解するための基

礎的知識 

(4) 主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

(5) 独自の視点により空間や思考を表現する能力 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.shibaura-

it.ac.jp/about/summary/number_of_professors.html 

 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人 

工学部 － 109人 30人 1人 2人 0人 142人 

システム理工学部 － 53人 13人 0人 6人 0人 72人 

デザイン工学部 － 14人 9人 0人 2人 0人 25人 

建築学部 － 31人 4人 3人 0人 0人 38人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 493人 493人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベースＵＲＬ等） 
https:// http://resea.shibaura-it.ac.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・デベロップメント）の状況（任意記載事項） 

全教職員を対象とした FD講演会を年２回程度開催している他、入職後３年以内を対象とした

新任教員研修を行なっている。また、理工学教育共同利用拠点として FD プログラムを年２４

本程度開催しており、希望者は参加することができる。教員個々の FD活動状況は、教員デー

タベース http://resea.shibaura-it.ac.jp/で公開している。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生

数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

工学部 975人 1,031人 105.7％ 3,965人 4,440人 112％ 若干人 0人 

システム理

工学部 

485人 522人 107.6％ 1,885人 2,084人 110.6％ 若干人 0人 

デザイン工

学部 

160人 164人 102.5％ 620人 680人 109.7％ 人 0人 

建築学部 240人 251人 104.6％ 720人 759人 105.4％ 人 0人 

合計 1,860人 1,968人 105.8％ 7,190人 7,963人 110.8％ 若干人 0人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

工学部 1046人 

（100％） 

331人 

（ 31.6％） 

696人 

（ 66.5％） 

19人 

（ 1.8％） 

システム 

理工学部 
448人 

（100％） 

130人 

（ 29.0％） 

301人 

（ 67.2％） 

17人 

（ 3.8％） 

デザイン 

工学部 
138人 

（100％） 

17人 

（ 12.3％） 

115人 

（ 83.3％） 

6人 

（ 4.4％） 

合計 
1632人 

（100％） 

478人 

（ 29.3％） 

1112人 

（ 68.1％） 

42人 

（ 2.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

主な進学先：芝浦工業大学大学院、東京工業大学大学院、東京医科歯科大学大学院、筑波大学大学院 

主な就職先：東日本旅客鉄道(株)、本田技研工業(株)、東海旅客鉄道(株)、大和ハウス工業(株) 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

工学部 1,091人 

（100％） 

929人 

（85.2％） 

121人 

（11.1％） 

54人 

（4.9％） 

人 

（ ％） 

システム理

工学部 

474人 

（100％） 

410人 

（86.5％） 

41人 

（8.6％） 

23人 

（4.9％） 

人 

（ ％） 

デザイン工

学部 

147人 

（100％） 

130人 

（88.4％） 

12人 

（8.2％） 

8人 

（5.4％） 

人 

（ ％） 

合計 1,712人 

（100％） 

1,469人 

（85.8％） 

174人 

（10.2％） 

85人 

（5.0％） 

人 

（ ％） 

（備考） 

留年：学科の定める進級条件を満たしていない単位不足による留年が多い。 

退学：進路変更（進学）による退学、次いで学業成績不振による退学が多い。 

 

デザイン工学部およびシステム理工学部よりそれぞれ 2 名が工学部へ転部。計 4 名は転部元の学部では

なく、転部先の学部（工学部）における入学者数として計上している。 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）【様式第２号の３より再掲】 

全授業科目において、授業科目の授業概要・目的・達成目標・授業計画・授業時間外課題・評

価方法と基準を記載した授業計画（シラバス）を作成し、公表している。 

シラバスを作成する際には、全授業担当教員向けに、シラバスの役割、作成時のポイント、大

学設置基準に基づくシラバス項目の解説を掲載した「シラバスガイド」を配布している。全授

業科目担当教員はこの「シラバスガイド」に記載された基準に基づき、各自で作成している。

シラバス作成後は、専門学科および共通科目において、全学統一のシラバスチェックリストに

基づき、全科目について第三者チェックを実施している。 

｢シラバスガイド URL｣ 

http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/docs/syllabusguide.pdf 

 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
 

（概要）【様式第２号の３より再掲】 

「学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を保持するため、

学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに当該基準に従って適切に行うものとす

る。」と学則に定め、具体的な成績評価の方法、基準をシラバスに明示し、その基準どおり

に学修成果の評価を行い、単位の授与を行っている。 

履修及び授業科目修了認定にあたっては、本学所定の授業科目に対する課程を修了し正規

の試験等に合格した学生には、その授業科目所定の単位を与える。 

各授業科目の1単位は45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、

授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学習等を考慮して、単位

数を計算すると定め、適正に実施している。 

学部名 学科名 
卒業に必要とな

る単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上

限 

（任意記載事項） 

工学部 全学科 124単位 有・無 年間49、半期25単位 

建築学部 建築学科 124単位 有・無 年間48単位 

システム理工学部 全学科 124単位 有・無 年間49、半期30単位 

 

デザイン工学部 デザイン工学科 124単位 有・無 年間49、半期25単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：https://www.shibaura-

it.ac.jp/student/class/02030006.html 

学生の学修状況に係る参考情報 
（任意記載事項） 

公表方法：https://www.shibaura-

it.ac.jp/news/list/40140016.html 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.shibaura-it.ac.jp/educational_foundation/index.html 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部 

1年次 

全学科 

1,099,000円 

 

280,000円 

 

283,000円 

 
 

全学部 

2年次 

1,099,000円 0円 283,000円 

 

全学部 

3・4年次 

1,199,000円 0円 283,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

【工学部】学生の日頃の学習や試験に向けた学習をサポートするため「学習サポート室」を

設置している。学習サポート室では、数学、物理学、化学、英語について学習サポート室

担当教員が個別指導を行い学習のサポートを行っている。 

【システム理工学部】日頃の学習支援のため学習相談コーナーを設けている。 

大宮キャンパス「イコバ」学習相談コーナーでは卒業生の大学院生が学習相談員として待

機し、学部生の学習相談に応じている。 

【デザイン工学部】大宮キャンパス大学会館 2F「デザイン工学部学習サポート室」を中心

に、大宮・芝浦の両キャンパスの教室を利用し、英語・数学・物理に関する様々なサポー

ト活動を行っている。 

【建築学部】数学、物理、英語について「学習サポート室」を開設し、担当教員が個別指導

を行い、学生のサポートを行っている。講義での不明点や学習方法についての相談を受け付

けている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学時から学生一人ひとりの仕事観を育成し、学びの指針となるように支援している。１、

２年次には社会人基礎力養成講座や工場見学を開催。一般常識や、これまで知らなかった仕

事や世界を知るきっかけを作っている。３年次には学科ごと専門分野に適したガイダンスを

実施。さらに各種就職講座の開講や、インターンシップ、工場見学など、将来を見通したキ

ャリア支援を行い、ミスマッチのない就職活動を後押ししている。内定後には資格取得の推

奨や社会人マナーの修得などをフォローするなど、入学から卒業まで一貫した支援に力を入

れている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室の主な取組は、学生の保健保持促進、健康管理、疾病予防および急病、体調不良、怪

我の応急処置、健康についての不安や悩みのある学生の対応。 

相談室では、学生生活を送る上での悩み、迷い、不安の相談に、専門カウンセラーが対応し

ている。予約専用ダイヤル設置・対応。必要に応じて学外の相談および医療機関の紹介し、 

外部委託健康相談ダイヤルでは、健康・医療相談・メンタルヘルス相談に 24時間対応してい

る。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://resea.shibaura-it.ac.jp/ 
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